
経営体制の刷新

多様な経営資源を結集した 
「ヤマト運輸」を中核とする
グループ経営体制　（2021年4月～）

なぜ変わるのか 何のために変わるのか

ヤマトグループが持つ 
経営資源を組み合わせて 
イノベーションを創出する

急速に変化する事業環境、深刻化する社会課題に対して、 

宅急便中心の「戦略」「経営システム」「組織・風土」がお客様や社会の期待・ 

ニーズに応えられなくなってきたことが改革に踏み切った最大の要因です。

Oneヤマトでお客様・社会のニーズに正面から向き合い、 

個人のお客様の生活をより便利にするとともに、法人のお客様の経営全体を支援する、 

「個人・法人両面でのベストパートナー」を目指します。

　2021年4月より、グループ各社の多様な経営資源を結集した新生「ヤマト運輸」を中核とするグ

ループ経営体制のもと、2022さらなる

EC化、非対面を含むオムニチャネル化
→流通構造：


